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「島の安全は私たち浦戸消防団が守る」
浦戸消防団団長　内海　　勝さん
　私たち浦戸消防団は、浦戸
諸島の野々島・寒風沢・朴島
を管轄する第一分団と桂島・
石浜を管轄する第二分団の2分
団で構成し、現在65人の団員
で活動しています。

　浦戸には消防署がありませんので、火災などが発
生した際には、私たち消防団が現場へ駆け付け、消
火作業や救助活動を行っています。
　東日本大震災ではライフラインが寸断され、本土
と結ぶ市営汽船も欠航し、浦戸は孤立状態となりま
した。
　島民の避難誘導や
がれきが散乱する島
内道路のがれき撤去
作業、自衛隊ヘリコ
プターによる支援物
資空輸の際の離着陸
警備など、地域に密
着し、島民の実情を

　旧塩竈市公民館（公民館本町分室）は、戦後公民館活動の象徴的建物
で、歴史的・文化的価値のある建築物であることから、市文化財に指定
されました。
　今後は、建物の価値を損なわずに保存しつつ、一部に杉村惇美術館と
いう新たな機能を吹き込み、文化芸術活動の発信拠点として活用してい
きます。

「旧塩竈市公民館」が塩竈市文化財に指定されました　指定第15号（平成25年10月1日）

問 生涯学習課 ☎362-2556

　塩竈市には浦戸諸島を管轄する「浦戸消防団」と市内を管轄する
「塩竈消防団」があります。今回は浦戸消防団をご紹介します。

熟知している私たち浦戸消防
団だからこそ、震災の際も迅
速・円滑な対応ができたもの
と思います。
　各島にそれぞれ設置してあ
った消防団器具置場のうち、
野々島と寒風沢の器具置場が
津波により全壊・流出しましたが、このたび2棟が
移転し、新築されました。
　島の防災拠点となる器具置場が完成したことで、
より一層、訓練に励み、浦戸消防団一丸となって島
民の生活を守っていきたいと思います。
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～派遣職員の方々を紹介～

 き  むら　　みつたか

木村　光孝さん（定住促進課）
①岡山県倉敷市
②公共施設の復興事務
③早く職場に慣れ毎日元気に頑張ります。

とうやま　　かず き

當山　和季さん（定住促進課）
①沖縄県南城市
②災害公営住宅関連事務
③塩竈市のため一生懸命頑張りますので、
　よろしくお願いします。

 かな だ　　  ゆき お

金田　雪雄さん（下水道課）
①愛知県碧南市
②災害復旧工事の積算・起工・現場監督
③市民の皆さまの笑顔のために、頑張り
　ます。

 さたけ　　  まさゆき

佐竹　正行さん（復興推進課）
①福井県越前市
②港町地区復興道路整備事業に係る用地事務
③少しでも、復興のお役に立てるよう頑張り
　ます。

やました　　　 はじめ

山下　　肇さん（下水道課）
①富山県射水市
②災害復旧工事の積算・起工・現場監督
③少しでも復興のお手伝いができるよう
　頑張ります。

  か   み       としひろ

嘉見　俊宏さん（生涯学習課）
①愛知県みよし市
②文化財の調査
③１日でもはやく復興できるよう頑張り
　ます。

①派遣元自治体　②業務内容　③メッセージ

消防団員を募集しています！
　塩竈市では消防団員を随時募集しています。
「自分たちの街は自分たちで守る」という精神に
基づき、自分たちの手で地域や家族、市民を守る
ために地域防災にあたる、それが消防団です。市
民の安心・安全を守るため、消防団員になりたい
という方は、お気軽にお問い合わせください。　
 問 市民安全課防災係☎364-1111（内245）

▲消防団器具置場（野々島）


